






































































































































IMS上位群（N=32） 103.6（SD14.8） IMS漢字圏（N=26） 101.0（SD15.4）




IAS上位群（N=44） 102.3（SD12.9） IAS漢字圏（N=32） 99.9（SD12.9）
IAS下位群（N=42） 102.3（SD14.2） IAS非漢字圏（N=54） 103.8（SD13.7）
　　　　
























練習を使うと、文を作るのが楽しい｣という項目（t（59 ） = -2.09, p< .05）、そして、下位尺度D.「表
現に対する意識」の｢短文完成の練習をすると、日本語の表現は自分の国の言葉の表現と違うと思う」
で有意差が見られた（t（59 ） = -3.29 , p< .01）。この結果から、IMS非漢字圏はこの学習で、文を作
る楽しさ及び母語との違いをより強く感じている可能性が高いことがわかった。
さらに、下位尺度C.「文法に対する意識」の「文を書く時、中級や上級で習った文法を一緒に使う」







































































































































































































































４．IMSとIAS（t（145） = -.07,n.s.）、IMS上位群と下位群（t（59） = -.19,n.s.）、
　IAS上位群と下位群の間（t（84） = -.009,n.s.）、IMS漢字圏と非漢字圏（t（59） = -1.44,n.s.）
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